
1844年から 1854年までエレン・ホワイトの記録された幻



この幻のリストは「グローリー！グローリー！グローリー！」という
２０２５年４月出版された本の著者から許可を取って抜粋されたものです。

　　　＃幻、時 　　　　場所 　　　幻の名前、概要、（参照）、内容対象（皆、特定、自分）

１番 １８４４年

１２月の終わり

ごろ

ポートランド市

メイン州、エリザベ

ツ・ヘインズの家、

祈る時

真夜中の叫びの幻。 「聖都へのアドベントの人々の旅」とイエスの再臨

と天の都にある命の木がエレンに示された。チャールズ・フィッチとレビ・

ストックマンと語る。第七月の運動は神の指示によるものだった。エレン

は幻の後、再び息をした。（Ms16,1894）（皆）

２番 １８４５年

１月　次の週

のある夜

ポートランド市、エ

レンの父ロバート・

ハーモンの家、エ

レンのため祈る時

他の人に伝えなさいの幻。 啓示されたことを伝えるよう指示された。試

練を経験することが示され、神の恵みが与えられと約束を受け、苦悩を

通して自分の謙虚さは保たれる。５人の姉妹がその場にいた。（2SG 
35）（自）

３番 ポートランド市

エレンの父ロバー

ト・ハーモンの家、

教会の皆が祈る時

火の玉の幻。 「私があなたに啓示したことを、他の人にも知らせなさい」

とエレンは命じられた。メスメリズムは悪魔からのものである。自己高揚

から守るために病気が与えられると約束された。 ジョン・ピアソン・シニア

は火の玉を見た。エレンは外典が含まれた家族のフォリオ聖書を掲げ

た。ノア・ラントがその場にいた。（2SG 37）（自）

４番 ポートランド市 三段の幻。ラフボローによって言及された理由は、フォイが自分の幻を

理解していなかったので、エレンの幻は対照的だった。フォスが自分の

幻を拒否した。（Ms131,1906）（皆）

５番 

２月の中ごろ

エクセター町メイン

州

花婿の幻。真夜中の叫びで始まる。婚礼のたとえのように、イエスは王

権を受けるために至聖所にいる父のもとに行く。２３００日後の出来事は、

地上の聖所とよく似ている。父と子にはかたちがある。聖所の類似につ

いて、クロージャーが書いたものは正しかった。この世の恩恵期間が終

わったことを言っていない。（Lt.1,1846）（皆）

６番　

２月１４日

金曜日の夜

アトキンソン町メイン

州、ジェームズ・エ

アージュニアの家

アトキンソン町で信仰の試練の幻。 アドベントの信者は信仰の試練を受

けることになる。翌日、エレンが出席した集会で、イスラエル・ダモンが逮

捕された。（2SG 40）（自）

７番　

２月１５日

アトキンソン町

ジェームズ・エアー

ジュニアの家

信者状態の幻。 ロトン・ランバート、ウィリアム・C・クロスビー、ジョエル・

ドーア、ジョージ・S・ウッドベリーは、エレンが信者の具体的で正確な描

写を伝えたと報告した。（Piscataquis Farmer, １８４５年３月７日）（特）

８番　

３月

トップシャム町メイ

ン州、ロバート・G.
カーティスの家

大型聖書の幻。エレンは家族のフォリオ聖書を頭の上に掲げて正確に

引用した。幻は２時間続いた。ハウランド夫妻とマリオン・ストウェルに目

撃された。（GCDB、１８９１年３月１８日）（特）

９番　春 ポートランド市 ニューハンプシャー州を訪れようの幻。「スピリチュアル・マグネティズ

ム」（魔術の一種）と戦うための幻である。（2SG 46）（自）

１０番　春 コリント町バーモン

ト州、W.モースの

家、祈る時

ワシントン・モースへの励ましの幻。彼の１８４４年の失望に対する困惑

が幻で和らいだ。（LS 77-78）（特）

１１番　春 クレアモント市

ニューハンプ

シャー州、チャー

ルズ・コリアーズの

家、祈る時

「スピリチュアル・マグネティズム」の幻。ベネットとビリングスは人を欺い

たりして、「罪を犯すことができない」という間違った概念を教えていた。

（2SG 48）（特）



１２番　春 グランサム町

ニューハンプ

シャー州、ルイー

ザ・フォスと一緒に

救援のため祈る時

神の声とヤコブの苦難の時期の幻。ジョセフ・ターナーとジョン・ハウエ

ルのキリストの再臨についての狂信と、また、印象に従うことは、神の働

きを傷つけ、堕落へと導いていた。エレンはメイン州に帰るよう指示され

た。幻中の声は、家にいた人々を目覚めさせた。（Ms10-1859）（特）

１３番　春 ポートランド市、エ

リザベツ・ヘインズ

の家、祈る時

ジョセフ・ターナーの不敬虔な行動の幻。エレンは、妻ではない女性に

心を向けたターナーを叱責した。ターナーは「その啓示は催眠術だ」と

主張した。（Ms9-1859）（特）

１４番　春 オリントン町メイン

州、祈る時

夜明けまでに出発する幻。ポートランド行きのボートで脱出した。（Ms9-
1859）（自）

１５番　春 ガーランド町メイン

州

ポートランド市で狂信者は求められていない幻。エレンは「罪人に慈悲

はない」という教義を非難した。狂信者はポートランドでアドベント運動

を傷つけるだろう。（Lt2-1874）（特）

１６番　春 ポートランド市、エ

リザベツ・ヘインズ

の家、二週間心が

さまよった後、他の

人々が祈る時

新しい地球の幻。 エレンは千年後の新地球と新エルサレムの栄光を初

めて見た。新エルサレムの霊的見解を、文字通りの木々、動物や食べ

物で対抗した。エレンは、必要な時にいつでも守るためにもう一人の天

使が与えられるという約束を受けた。（WLF 16, 17）（皆、自）

１７番 ポートランド市、森

の中、祈る時

森の中の幻。 エレンは一人で森や離れたところに行き、そこで時々神

が幻を与えた。（2SG 57）（自）

１８番　夜 ポートランド市 労働禁止の教えの幻。エレンはすべての労働を控える教えの過ちを示

された。（2SG 58）（特）

１９番 ポートランド市 苦難の時期は降臨の前の幻。時を予言する人は失望するだろう。

（ExV 7）（特）

２０番 ポートランド市、エ

レンの父ロバート・

ハーモンの家、家

族が祈る時

聖書の５０の節の幻。 エレンは、狂信主義に対抗するために、金色の

文字で書かれた聖書の節をカードに書き出すように言われた。その５０

の節を調べ、初めて自ら書いた幻となった。エレンが幻に入ると、それ

が催眠術なのかと疑問を呈し、翌朝まで声が出なかった。（ExV 7）（特）

２１番　夜 不明 イエスの不愉快そうに眉をひそめる幻。メッセージを和らげると、エレン

はイエスの非難を感じ、血まみれの服を着た団体が寄ってくるのを見た。

（2SG 61-62）（特）

２２番 ポーランド町メイン

州、メアリー・フォス

の家、エレンのた

めに祈る時

ポーランド町で集会に出席するようの幻。三マイル離れたところで集会

に行くように指示さた。翌朝、ジョセフ・ターナーはエレンに催眠術を掛

けようと試みたが、「もう一人の天使、父よ！もう一人の天使お願いしま

す！」と祈り、ターナーのコントロールから守られた。（2SG 62）（自）

２３番　

４月

ポーランド町、ジョ

ン・メックァイアーの

家、祈る時（ここで

エレンは逮捕され

た）

パリ町で狂信主義に出会う幻。エレンはパリ町メイン州に行くべきだと示

された。もしマリオン・ストーウェルが狂信主義を受け入れ、その過ちに

気付いたら、彼女は永遠にアドベンチストを去っていくだろうと示された。

（2SG 64）（自、特）



２４番 パリ町メイン州、

チェイスの家、祈る

時

ジェシー・スティーブンスの過ちの幻。神は自分の民の救いのために働

く。聖書の教えは、ジェシー・スティーブンスの過ち（仕事をしてはいけ

ない教えなど）とは対照的だ。神の苦渋の顔が彼に向けられ、すぐに本

当の姿を現すだろう、と示された。スティーブンスは１８４７年１０月１３日

に首を吊った。（2SG 64‐65）（特）

２５番　

７月ー８月

パリ町、ルイス・

ストウェルの家

ルイス・ストウェルの自宅での幻。マリオン・クロフォード（旧姓ストウェル）

が言及した。（マリオン・クロフォード、１８７５年８月１７日）（？）

２６番　夜 ポートランド市、

エレンの父ロバー

ト・ハーモンの家

ポーツマス市へ行くようの幻。旅費がないのに間際で信者が突然家に

来て、必要な旅費をくれた。（2SG 65）（自）

２７番　

８月

ポートランド市 マサチューセッツ州を訪れようの幻。ジョセフ・ターナーの影響から人々

を救出するように示された。（2SG 67）（自

２８番

８月

ランドルフ市マサ

チューセッツ州

ニューベッドフォード市、ダートマス町、カーバー町を訪れようの幻。（オー

ティス・ニコルス、１８５９の記録）（自）

２９番　

１０月の中ごろ

カーバー町マサ

チューセッツ州

苦難の時期の幻。聖徒はまだ 「ヤコブの苦難の時期 」を通っていない。

ジェームズ・ホワイトとオーティス・ニコルスが、イエスの再臨は１８４５年１

０月になるだろうと予想していたが、この幻によって予想された日が過ぎ

去ることが分かって、失望を回避した。（Broadside1）（皆）

３０番 １８４６年

３月１４日の後

不明 神が人格を持つ幻。エノク・ジェイコブスの霊的な神観がもたらす荒廃

を描写した。イエスはかたちを持つ身体があることを言い、「父が自分自

身のようなかたちを持っている 」と言った。（ExV 64）（皆、特）

３１番　春

土曜日の夜

ドーチェスター町

マサチューセッツ

州、オーティス・ニ

コルズの家

ドーチェスタ市ーの幻。 エレンはランドルフ市へ行くよう指示された。

サージェントとロビンスは、オーティス・ニコルズを訪ねた時にボストンに

行くと約束したのに、約束を破って、ランドルフに行ってしまった。（2SG
76）（特）

３２番　春

日曜日

ランドルフ市マサ

チューセッツ州、

Z.セイヤーの家、

祈る時

ランドルフ市の幻。サージェントとロビンズの過ちが示された。エレンは、

記録された幻の中で最長の幻(ほぼ４時間)でずっと大きな四分冊聖書

を掲げた。（2SG 76-79）（特）

３３番　春 ニューベッドフォー

ド市マサチューセッ

ツ州、馬車の中

過ちを叱責する幻。ボストン地方の信者の集団の間の過ちを正した。こ

れにより、ヒーマン・ガーニーは幻の神聖さを確信した。幻の最中、ベイ

ツはエレンを見た。（GCDB １８９１年３月１８日）（特）

３４番　夏 フェアヘブン町マ

サチューセッツ州、

嵐の中、小舟に

乗ってウェスト島へ

向かった時

嵐の中の守りの幻。海の嵐の中、小舟に乗っていた人は死なないことを

エレンは見た。一緒にいた人は、ヘマン・ガーニー、メロラ・アシュレイ、

サラ・ハーモンだった。この幻で「エレンの幻は催眠術によるものだ」とよ

く言われていた批判を撃沈させた。（ExV 8）（自）

３５番 ボストン市マサ

チューセッツ州

霊の苦悩の幻。働かずにキリストの再臨を待つために他の人々から分

離していたボストンのグループの過ちが示された。そのグループの悪事

について話すと、エレンは自分の髪を指でつまんで抜いた。（H.Gurney
to C.Gurney,　１８９６年４月１２日）（特、自）

３６番 パリ町 慈悲の扉は閉ざされていない幻。すべての教会が神に拒否された、と

主張した女性への応答である。（Marion Truesdail, １８９１年１月２７日）

（皆）



３７番 不明 ニューヨーク州の西部を訪れようの幻。将来、ニューヨークに行くことが

示された。（2SG 93）（自）

３８番　

８月

ポートランド市 マサチューセッツ訪問の確認の幻。ニコルズの要請を受け、エレンは

ニューベッドフォード、ダートマス、カーヴァーを訪問するよう指示された。

ジェームズ・ホワイトによって幻が確認された。（James White to 
P.Collins, １８４６年８月２６日）（自）

３９番　秋 ニューベッドフォー

ド市

安息日に関する最初の幻。これに応えて、多くの人は安息日を受け入

れることになる。（1T 76）（皆）

４０番　秋 不明 再洗礼の時の幻。水から上がって来ると直ちに「エレンは幻を見た」。

（LIFIN 273）（皆）

４１番 メイン州 高くて聖なる道の幻。イスラエル・ダンモンとニコラス・ギルマン・リードが

忠実に狭い小道の終わりまで旅を続ければ、彼らは不死の冠を授かる

だろう。（Letter2c 1874）（特）

４２番　

１１月

トップシャム町、

ロバート・G.カー

ティスの家、エレン

のため祈る時

惑星と開天の幻。エレンは、神の御業である惑星を初めて幻で見た。

ゴーラム町に帰る時に信仰の試練が待ち受けていることを示された。

ジョセフ・ベイツはエレンの幻の価値をこれで確信した。（WLF 22）（皆、

自）

４３番　

１１月

トップシャム町 ゴーラムで受ける苦悩と試練の幻。ゴーラムに帰る時に苦難と信仰の試

練が待ち受けていることを示された。（2SG 83）（自）

４４番　秋 ポーランド町への

旅中

野生の子馬が落ち着く幻。野生の子馬は、エレンが幻を見ながら馬車

から降りる時に触れても落ち着いていた。新地球の美しさを説明してか

らまた馬車に上がった。ベイツとダモンはホワイト夫妻と一緒に旅してい

た。（PGGC 54-56）（皆）

４５番 １８４７年

３月６日

安息日

フェアヘブン町 フェアヘブン後光の幻。「安息日後光の幻」に似ている。ジョセフ・ベイ

ツは幻を書き留めた。エレン・ホワイトが 2SG でそれを描写したにもかか

わらず、転写は失われている。（Broadside3）（皆）

４６番　

４月３日　

安息日

トップシャム町、

ストックブリッジ・

ハウランドの家、

祈る時

安息日後光の幻。天の聖所と、安息日を変えようとするローマ教皇の試

みが示されている。第四の戒めには後光が差していた。苦難の時期と

再臨について説明している。神には安息日を知らない子供たちがいる。

安息日を日の出から始めるのは間違っている。（1EGWLM 112）

（RP147）（Broadside3）（皆）

４７番 不明 ミレニアム（１０００年）の幻。千年後、悪人たちがよみがえり、サタンが滅

ぼされ、新しい地球が創造される。（WLF 11）（皆）

４８番　

８月

ゴーラム町

メイン州

西へ行くようの幻。主が来る前にエレンは西に行くようにと命じられた。

小さな群れのための働きはまだ終わっていなかった。「エレンの病気は

死に至らない」と聞いたジェームズは励まされた。（James White to E 
Hastings, １８４７年８月２２日）（自）

４９番 １８４８年 トップシャム町、

ストックブリッジ・

ハウランドの家

試練は私たちの益である幻。神はジェームズとエレンを二人の益のため

に試練を与え、他の人のために働くように供えられた。（2SG 89）（自）

５０番　

７月２日　

日曜日

ベルリン町コネチ

カット州、リチャー

ド・ラルフの家？

もっと西へ行くようの幻。メイン州に帰る前に、ジェームズとエレンはさら

に西に行くようにと、ベイツも一緒に行く指示を受けた。（JW to SH, １８４

８年７月２日）（自）



５１番　

５２番　

８月１８日　

金曜日夕方

ヴォルニー町

ニューヨーク州、

デビッド・アーノル

ドの馬車小屋、他

人が祈る時

間違った教え対真実の幻。エレンの付き沿いの天使は、出席者の誤り

を真実と対比して示した。「エレンは集会で二つの幻を見た。普通の大

きさの家族の聖書（おそらく四分冊）を掲げて上を指さし、「千年は過ぎ

去った」、「キリストがよみがえった時に１４万４千人がよみがえった」、

「聖餐式は過越の祭りの時にだけ行われるべき」というデイビッド・アーノ

ルドの三つの誤りを反駁する節を皆に示した。（2SG 98）（特）

５３番　

８月２６日

安息日の朝

ハンニバル町

ニューヨーク州、

アイザック・クック・

スノーの家

大きな聖書を手にのせる幻。エレンは幻の中で起き上がり、大きな聖書

を取り上げ、そこから話し、安息日について決めかねている男に渡した。

幻は一時間半続き、その間エレンは息をしなかった。(幻の中で呼吸し

ていないという最初の記述)。（LS 112）（特）

５４番　

８月２８日

月曜日

ポートギブソン村

ニューヨーク州、

ハイラム・エドソン

の馬小屋

兄弟姉妹の間、小さな相違点を捨てるべきの幻。「主は、その集会が終

わる前に、私たちのために力強く働いてくださった」。エレンは再び、相

違を捨てることの重要性を示された。（2SG 99）（特）

５５番　秋 不明 不潔な雑草の幻。 「不潔な雑草」（タバコ）、お茶、コーヒーの危険性が

示された。「神は、あらゆる点においてそれを否定しておられることを、

幻によって何度も示された。」（Lt5-1851）（皆）

５６番　

１１月１８日　

安息日

ドーチェスター町、

オーティス・

ニコルズの家

JBクックに関する幻。これはジョン・ボール・クックの安息日の否定意見

に対する応答。ジョセフ・ベイツは、エレンが幻の中で語った言葉を書き

写した。（Bates, SLG 32）（特）

５７番　

１１月１９日　

日曜日

ドーチェスター町、

オーティス・

ニコルズの家

日の出のような幻。 エレンは、安息日の光が日の出のように増していく

のを示された。出版業は、「世界中を駆け巡る光の流れのよう」にメッ

セージを伝えるだろう。天使が四つの風を抑えているのは、聖徒皆がま

だ印を押されているわけではないので、キリストの再臨の前に印を付け

る働きが必要である。ジョセフ・ベイツは、エレンが幻の中で語った言葉

を書き写した。（Ms1-1848）（皆、自）

５８番　

１２月１６日　

安息日

ロッキーヒル町コネ

チカット州、アル

バート・ベルデンの

家？

天の力の揺さぶりの幻。マタイ２４：２９、マルコ１３：２５、ルカ２１：２６の揺

さぶりは、ヨーロッパの権力者の事ではなく、天の太陽、月、星の揺さぶ

りである。聖なる都は、オリオン座の開けた空間を通って下ってくるだろ

う。（Lt2-1848）（皆）

５９番 １８４９年

１月５日

金曜日

ロッキーヒル町、

アルバート・ベル

デンの家、祈る時

印を押す幻。イエスは至聖所でとりなしをしておられる。 四人の天使が

争いの四つの風を抑えている。ミカエルはまだ立ち上がってないし、か

つてなかったほどの悩みの時もまだ始まっていない。１４４，０００人は打

ち勝つだろう。聖徒たちを励ますために天使が遣わされ、ミッションが終

わってから黄金のカードを見せる。エレンの付き添いの天使は、後で説

明が与えられると約束した。（PrTr １８４９年８月）（皆）

６０番　

１月６日

安息日

ロッキーヒル町、

アルバート・ベル

デンの家、病人の

ため祈る時

最後の出来事の幻。 イエスは四人の天使に、神のしもべたちが印を押

されるまで争いの風を抑えるよう呼びかける。幻を拒むことは、聖書の真

理から逸脱した者を正す神の手段を拒むことを意味する。付き添いの

天使が前約束したように説明した。（Ms2-1849）（皆）

６１番　

１月１８日　

木曜日

トップシャム町 苦難の時期を考慮した義務の幻。苦難の時期のために肉体的な備え

をすることは聖書に反する。このことは、二年間にわたって繰り返し示さ

れた。（ExV 44-46）（皆）



６２番　

１月

一週間後

トップシャム町 家も土地も苦難の時期には役に立たない幻。必要に応じて財産を処分

すべきである。しかし、私たちの食料と水は絶対与えられる。（Ms3-
1849）（皆）

６３番　

１月

不明 神の民への愛の幻。 神の民のための天使の働きが示され、黄金のカー

ドに言及している。（PrTr １８４９年８月）（皆）

６４番　

１月

不明 他の世界の幻。エレンは、エデンのような二本の木がある世界と、七つ

の月といろんなサイズの住民がいる世界を示された。 エノックはエレン

が見た世界を訪れていた。もし忠実であれば、エレンは１４４，０００人と

共にすべての世界を訪れるであろう。（ExV　22）（皆）

６５番　

２月８日より前

トップシャム町、

ストックブリッジ・

ハウランドの家、家

族が祈る時

ダートマス町マサチューセッツ州へ行くようの幻。 この幻の後、ジェーム

ズはフィリップ・コリンズから手紙を受け取り、息子のためにダートマス町

へ祈りに行くよう頼まれた。（CET 121）（自）

６６番　

２月

フェアヘブン町、

ジェームズ・M.
ホールの家

ウェスト島の幻。ジェームズが手紙で言及したが、内容は不明だ。（JW 
to L&EH, １８４９年２月２５日）（？）

６７番　

３月３日　安

フェアヘブン町 取り壊しと構築の必要性の幻。生ける神の印を押されるために過ちを告

白する必要がある。悪霊の働きに対して注意が必要。（Lt2-1849）（皆）

６８番　

３月１１日　

日曜日

ニューイプスウィッチ

町ニューハンプ

シャー州、L.ヘイス

ティングスの家、エル

ビラのために祈る時

エルビラ・ヘイスティングスの病気を癒す幻。エレンは、神から天使が送

られ、エルビラを覆いかぶさり、力づけるのを見た。さもなければ命は

去っただろう。（Ms7-1849）（特）

６９番　

３月２４日　

安息日

トップシャム町、

ストックブリッジ・

ハウランドの家

開いたドアと閉まったドアの幻。（「トントンの幻」とも呼ばれている）。 イ

エスは至聖所で奉仕しておられる。戒めと閉ざされた扉は切り離すこと

ができない。 サタンは、催眠術、偽のリバイバル、悪霊の働きの「不思

議なノック」を通して欺こうとしている。 エレンはルイス・ストウェルの家を

訪れなければならない。 神に召されていない者は、罪人のための魂の

苦悩を感じていない。（ExV 24-27）（皆、特）

７０番 

３月３１日　安

パリ町 信者の慰めの幻。パリ町の信者の慰めとなった。（Lt5-1849）（皆）

７１番 

３月３１日　安

パリ町 ルイス・ストウェルを教える幻。この幻により、ルイス・ストウェルは閉まっ

たドアの教えと現在の真理を強く信じるようになった。（Lt5-1849）（特）

７２番　

５月２７日　

日曜日

ベルリン町、

リチャード・ラルフ

の家、祈る時

ジェームズはパリ町で信者の信仰を強める幻。ジェームズは、信者の信

仰を強めるために、ニューヨーク州ではなく、パリ町での集会に出席す

るように示された。リチャードとアビー・ラルフは御霊の力で床に伏させら

れた。（Lt8-1849）（特、自）

７３番　

５月３１日　

木曜日

ポートランド町コネ

チカット州、ジョー

ジ・ペンフィールド

の家

地上の医師の幻。神は喜んで癒される。イエスの美しさ、栄光、威厳が

エレンに示され、「栄光に飛び込んだ」ように感じた。幻の中で叫んだの

で医者は部屋に入って来ようとしなかった。ポリー・ペンフィールドは癒

された。（Lt8-1849）（皆）



７４番　

６月３０日　

安息日

ロッキーヒル町、

アルバート・ベル

デンの家、エレン

のため祈る時

短い棒を持つ天使の幻。棒を持った天使の大群が、苦難の時期に働い

ていた。四人の天使は出発する準備ができている。恩恵期間はほぼ終

了した。偶像を手放さなければならない。団結、犠牲、伝道が強く求め

られている。主はジェームズに「書いて、書いて、書いて」、と使者を速

めるように力を与えた。（Ms6-1849）（皆、自）

７５番　

８月

不明 私たちの信仰の試練の幻。「苦い杯」は、罪から汚れをとり、清めるため

のものである。（ExV 27-29）（皆）

７６番　

９月１５日　

安息日

パリ町 速い使者をさらに速めるべき幻。 各大集会から、エレンは「聖なる都か

らの叫びは、『使者たちを速めよう』と聞いていた。（PrTr １８４９年９月）

（特）

７７番　

９月２３日

日曜日

トップシャム町、

ストックブリッジ・

ハウランドの家

聖書の応用の幻。差し迫った危機を前に、聖なる生活を送らなければ

ならない。神の印、天使の待機や巻物への書き込み、外典の価値、キリ

ストの天での使命などが示された。また、安息日ごとに礼拝を行ってい

る、大きさがそれぞれ違う者がいる惑星を訪れた。エレンは色んな大き

さの聖書を開き、三人の上に置いた。（Ms5-1849）（皆）

７８番　

１０月

トップシャム町 真理と聖霊の幻。信者が感じた真理と聖霊の溶け合いや統合する力は、

ほんの一滴に過ぎなかった。イエスの新しい名前を「王」と否定しない者

は、二度と倒れることのないように立ち上がるだろう。（JW to Br Bowles, 
１８４９年１０月１７日）（皆）

７９番 不明 ミカエルが立つ前にリフレッシュが注がれる幻。 神の言葉を守る者は二

度と倒れることのないように立ち上がり、ミカエルが立つ前にリフレッシュ

（活気づけ）を受ける。（JW to Br Bowles, １８４９年１１月８日）（皆）

８０番　

１１月３日　

安息日

オスウェゴ市

ニューヨーク州

分裂する幻。どちらも間違っている。デビッド・アーノルドとジェームズ・

ホワイトは、預言の賜物とキリストの天での働きについて書くべきである。

金持ちは能力のある貧しい人を支援してはならない。（2SG 119）（特）

８１番　

１１月１８日　

日曜日

センターポート村

ニューヨーク州、

ウィリアム・ハリスの

家、祈る時

ローズ兄は濃い闇にいる幻。エドソンとラルフ兄弟は、濃い暗闇の中に

いたサミュエル・W・ローズ兄の後を追い、光が見えるように助けるべき

である。この幻は、エレンが以前考えていた事に反している。（PrTr １８４

９年１２月）（特）

８２番 １８５０年

１月９日　

水曜日

スクリバ町オスウェ

ゴ郡ニューヨーク

州、ベザレル・C. 
ストーズの家

メッセージを速めようの幻。「現代真理」（Present Truth）誌が必要である。

ジェームズは「書いて、書いて、書いて、書いて」と言われる。その雑誌

は、「神のしもべが行けない場所に行くことができる」。（PrTr １８５０年３

月）（皆、自）

８３番　

１月１０日　

木曜日

オスウェゴ市 正直に騙された信者のために働く幻。正直にだまされた信者が信頼し

ていた者に、キリストの再臨の特定の時間についてだまされていた事に

気づくだろう。（Lt18-1850）（自）

８４番　冬 オスウェゴ市 熱心なクリスチャンの不誠実さの幻。パッチ夫妻はアドベンチストの信仰

を受け入れるかどうか迷っていた。信頼していた M さん（アドベンチスト

ではない）は公的資金に対して不誠実であるとホセア書５：６，７に基づ

いて幻に指摘された。二週間後、保安官が M さんの不正行為を発覚し

た事が報告されると、パッチ夫妻は確信してアドベンチストの信仰を受

け入れた。（GSAM 230）（特）



８５番　

１月１２日　

安息日の夜

オスウェゴ市 帰ってくる兄弟へのメッセージの幻。 「彼は真実を受け入れると思う」 と

ジェームズは言い、「この幻は面白かったが、それほど目新しいものが

示されなかった」と付け加えた。エレンは、真実を書き記し、「第三の天

使のメッセージを速める 」必要があることを再び示された。（JW to 
LHastings, １８５０年１月１１日）（特、自）

８６番　

１月

オスウェゴ市 予言した再臨の日は過ぎ去る幻。目印を外した『ウォッチマン誌』（ジョ

ン・C・バイウォーターとジョナス・ウェンダル発行）が予言したキリストの

再臨の日は過ぎ去るだろう。（PrTr １８５０年３月）（特）

８７番　

１月２６日　

安息日

オスウェゴ市 滅びゆく魂の幻。神の「眠くて休眠状態」の人に破壊が来る。多くの人

は、現在の真実を欠乏して死のうとしている。世俗的なものを手放すこと

をしない人もいる。栄光を天に残した贖い主は、自己犠牲を求めている。

激しいふるい分けが始まった。アダムとイブは禁断の木の実を食べた。

神の裁きが来る。聖徒は天の都で千年間支配する。不死性は条件付き

である。外典には価値がある。（ExV 29-32）（皆）

８８番 

３月１６日　安

オスウェゴ市 ヘイスティングス兄への慰めの幻。 この幻は、妻エルビラの死後、神の

印が押されていた安心感を与えた。（Lt10-1850）（特）

８９番　

５月１５日より

以前

オスウェゴ市 偽善的な女性の幻。 この幻は、カムデン町にいる、非常に敬虔そうに

見えた姦通の女（エマ・ロレッタ・ポーリング・ペイン、旧姓プライヤー）に

ついての警告だった。（2SG 124）（特）

９０番　

日曜日の朝

カムデン町ニュー

ヨーク州、熱心に

祈る時

偽善的な女性のフォローアップ幻。エレンは、祈りの中で、自分の心に

悪を隠しながら、罪人のために魂の苦悩を装った偽善的な女性のケー

スを示された。その女性は「神は私の心をご存知だから大丈夫だ」とに

こにこしながら言った。兄弟姉妹が戸惑ったが、その後、女は狂ったか

のように自分の姦淫の罪などを告白したので、多くの人が幻を信じるよう

になった。（CET 132）（特）

９１番　

６月２７日　

木曜日

ニューイプスウィッチ

町　（たぶん）
獣の刻印の幻。 時が短いから、第三の天使のメッセージを初めて聞く

者は、「準備を整え」、「数カ月以内に」真理を学ばなければならない。 

キリストのために苦しまなければならない。七つの最後の災害がすぐ注

がれる。教皇には安息日を変更する責任がある。災いは安息日違反者

に降りかかる。エレンは天国の栄光を示された。（ExV 52-55）（皆）

９２番　

７月２１日より

以前

イーストハミルトン

町ニューヨーク州、

兄弟姉妹が祈る時

アドベント・レビュー誌を発行しなさいの幻。 安息日への反対は多くの

アドベンチスト雑誌によって飛び回っていたので、これに対抗するため

ジョン・ボール・クック、ウィリアム・ミラー、フリーマン・G・ブラウン、オエ

ル・レイ・ファセット、イザヤ・H・シップマン、ジョン・J・ポーター、アポロ

ス・ヘイルの証言を掲載するよう示された。（JW to L.Hastings, １８５０年７

月２１日）（自）

９３番　

７月２２日　

月曜日

イーストハミルトン町 神を讃えることで悪を打ち負かす幻。エレンは、エジプトで魔術師が昔

行ったのと同じ仕業が、今や世界と自称「教会」との間でも行われている

のを示されたが、その力は１０倍である。兄弟姉妹が「死にそう、死にそ

う」の状態で、歌い、叫び、神を賛美するなどをして敵を追い出し、「自

由になる、自由になる」のをエレンは示された。リディア・ローズ(ローダ・

アビーの母)は、神からの啓示があるのを主張し、礼拝で叫ぶことや歌う

ことで神を賛美することに反対していた。（Lt8-1850）（皆、特）



９４番　

７月２９日　

月曜日

オスウェゴ市、ヘン

リー・リリス・ジュニ

アの家、祈る時

魅惑の場所の幻。 オスウェゴ大会で神の民の中には、正しくなく、疑っ

ているために力不足でぐったりしている者もいた。兄弟姉妹は信仰を持

ち続け、イエスに目を向けなければならない。歌うことは暗闇を追い出

すことができる。サタンの力はスピリチュアリズムを通して上昇している。

再洗礼は、前に戒めを破った者が受けるべきである。四人の天使は間

もなく風を手放す。ゴースライン兄は神の民を傷つけた。チャピン兄は

救出された。（Ms5-1850）（特）

９５番　

８月２４日　

安息日

センターポート村、

ウィリアム・ハリスの

家、家族が祈る時

不思議なトントンの幻。エレンはスピリチュアリズムと教会秩序について

示された。アドベント・レビュー誌は「神の民を最も聖なる信仰において

建て上げる助けとなるだろう」。サタンはエドソン・ホワイトを病気で苦し

め、雑誌の発行を妨げようとしたが、サミュエル・W・ローデス兄を呼んで、

エドソンは助かった。（Ms7-1850）（皆、自）

９６番　

９月７日　

安息日

オスウェゴ市 神の民のための偉大な働きの幻。かつて騙されていた人の目が開かれ、

真理が見えるようになってきた。安息日反対派は聖書から自分の立場

を守ることができない。アドベンチストは自分の立場を守らなければなら

ない。（ExV 57）（皆）

９７番　

９月２６日ー２９

日　

木曜日ー日曜

日

サットン町バーモ

ント州、大集会

サットンの幻。 信者は真理を広めるために財産を売るべきである。世の

終わりの出来事に関するジョセフ・ベイツの教えと聖餐式などの実践に

は間違いがある。イエスはとても素敵である。天使たちは互いに愛し

合っている。未信者の前で癒しを祈り求めるのは間違いである。七つの

最後の災いは、イエスが天の聖所を去ってから注がれる。神の声が聖

徒を救い出す。裁きは、聖徒が雲に乗って天に引き上げられた後に始

まり、千年の間に行われる。反逆者は滅ぼされる。羊飼いは誰に相談す

べきか示された。（Ms14-1850）（皆、特）

９８番　

１０月２３日　

水曜日

ドーチェスター町、

オーティス・

ニコルズの家

集結の時の幻。 レムナントを取り戻すために、「集結の時」により一層の

努力が必要で、雑誌と預言のチャートが必要である。神は１８４３年の

チャートで間違いを手で隠し、その後、手を外して見えるようになった。

「常供」（ダニ８：１１; １２：１１）の後の「燔祭」という言葉は、「人間の知恵

によって付け加えられた」ものであると示された。エレンは、旧エルサレ

ムに行くようにと聖徒に教えていたクロリンダ・S・マイナーの偽りの幻に

ついて警告した。 名目上のアドベンチストは、日曜日を無視する忠実

なアドベンチストをカトリックに裏切るだろう。イエスの天での働きはほと

んど終わった。（Ms15-1850）（皆、特）

９９番　

１１月２３日　

安息日

パリ町、オーリン・

ヒューイットが祈る

時

ヒューイット兄へのメッセージの幻。オーリン・ヒューイットはエレン・ホワイ

トがイゼベルであると信じており、彼の預言解釈の誤りについて告げら

れても、この幻と神の臨在を感じるまで改善しようとしなかったが、その

後悔い改め、改善した。（Lt28-1850）（特）

１００番　

１２月２４日　

火曜日

パリ町、祈る時 神の神聖さの幻。「狂信的な不必要な興奮」は礼拝に持ち込むことは良

くない。天国は整然としている。アドベント・レビュー誌は、多くの人に真

理を知らせる手段である。ガーニーとサリー・チェイスにはまだ希望が

残っている。現代真理にしか目を向かない。（Ms11-1850）（皆、特、自）

１０１番 １８５１年

１月１９日　

日曜日

ウォーターベリー

町バーモント州、

家族が祈る時

残酷で抑圧的な扱いの幻。 ネルソン・A・ホリスはホワイト一家を不誠実

に扱っていた。（2SG 146）（特）



１０２番　

１月 

パリ町、家族が祈

る時

ジェームズは雑誌をあきらめるなの幻。この幻は、アドベント・レビュー誌

への支持が不足していたので、ジェームズにとって励みとなった。（2SG 
148）（自）

１０３番　

３月２３日　

日曜日

パリ町、家族が祈

る時

ホリス兄の告発の幻。 サタンは、ネルソン・A・ホリス兄の告発に働いて

いた。サミュエル・W・ローデス兄はバーモント州に介入することになっ

ている。（Lt6-1851）（特）

１０４番　

４月２７日　

日曜日

パリ町 イエスの執り成しはほとんど終わった幻。神からのリフレッシュ（活気づ

け）に備えよ。 謙遜と祈りによって力を得る。 （身元不明の目撃者に

よって記録が取られた。）（Ms3-1851）（皆）

１０５番　

５月１４日　

水曜日

パリ町 神の神聖さの幻。 エレンはイエスの美しさを見た。盲人が盲人を導いて

いる。安息日反対論者は自己矛盾している。J.N.アンドリュース、ジェ

シー・スティーブンス、サミュエル・ローズへの助言がある。（Ms5-1851）

（皆、特）

１０６番　

６月２１日　

安息日

カムデン町、

C.プレストンの家

預言された時間は二度とテストにならない（カムデン町の幻）。第三の天

使のメッセージは、強めるために指定された時間を必要としない。

（Ms1-1851）（皆）

１０７番　

６月２３日

月曜日

カムデン町、ア

ビーの家、祈る時

不十分な理由による除名の幻。夢と印象の影響により、カムデン町の信

者は正当な理由なしにエルマイラ・プレストンを除名した。（Ms2-1851）

（特）

１０８番　

６月２９日　

日曜日

ウェストミルトン村、

ニューヨーク州、ホ

レス・クッシュマン

の家

パリ町に戻るなの幻。 パリ町の信者は高慢で自己中心的である。神か

ら与えられた幻に耳を傾けなかったので違うところに行って信者と交わ

るべきである。エレンは、「イエスのこの上ない愛らしさと栄光 」を示され

た。（Lt3-1851）（自）

１０９番　

８月９日

安息日

サラトガスプリング

ス市ニューヨーク

州

イエス様の絶大な素晴らしさの幻。 エレンは天国の栄光と安息日の重

要性を示された。天使が歌い、ハープを奏でていた。（Lt3-1851）（皆）

１１０番　

１０月

サラトガスプリング

ス市

ヴェルジェンヌ市バーモント州のペテン師の女の幻。その人は 「ミセス

C 」とされている。（2SG 157）（特）

１１１番　

１０月２５日　

安息日

ウェストメドフォード

市マサチューセッ

ツ州、P.フォルサム

の家

神の眉をひそめる幻。神はアドベンチストの行動を気に入らなかった。

なぜなら、彼らはヘンリー・アレンとスティーブン・スミスの間違った教え

に立ち向かわなかったからである。アドベンチストは彼らから交わりを

絶って、除名しなければならない。（JW to Brethren in Christ １８５１年１

１月１１日）（特）

１１２番

１１月１日

安息日

ワシントン町ニュー

ハンプシャー州、

ジョン・ストウェルの

家、祈る時

教会の秩序の幻。教会は、スティーブン・スミスとヘンリー・アレンを二人

の利益のために除名しなければならない。これによって、教会に秩序を

もたらすことになる。（RH １８５１年１２月２３日）（皆）

１１３番

１１月１日

安息日

ワシントン町、ジョ

ン・ストウェルの家

スミスとアレンの幻。スティーブン・スミスとヘンリー・アレンの間違った教

えが明らかにされた。この幻ではエズラ・P・バトラーが感銘を受けた(し
かし、幻がバーモント州ストウ町にあった覚えがあると言った（RH １８５３

年４月７日 151)。教会は、スミスとアレンとの交わりを絶つことに投票して

決議した。（Lt8-1851）（特）



１１４番

１１月６日

木曜日

ロイヤルトン町バー

モント州、W.モース

の家、祈る時

ハート、ライト、ベイカーの幻。ジョサイア・ハートとジョン・S・ライトの「来

るべき時代」の教えについての誤りが示された。ジョセフ・ベイカーとエ

ズラ・P・バトラーへの激励が与えられた。（Lt8-1851）（特）

１１５番　

１１月１０日　

月曜日

ジョンソン町バー

モント州、R.ラブラ

ンドの家

犬ではなく、羊に餌をやるべき幻。ベイカーとイングラハム兄弟は落胆し

てはならない。なぜなら、彼らは犬ではなく、神の羊を養うべきだからだ。

（W.Morse, RH １８８８年１０月２３日）（特）

１１６番

１１月１５日

安息日

ニューヘブン町

バーモント州、E.エ
バーツの家、祈る

時

来るべき時代の幻。エヴァーツ兄は「来るべき時代」の教えを捨てなけ

ればならない。信者は、ヘンリー・アレンの誤りを排除すべきであり、そ

の一つが霊的結婚であった。（Lt8-1851）（特）

１１７番

１１月１６日

日曜日

ヴェルジェンヌ市

バーモント州、ヘ

ンリー・アレンの家、

祈る時

ヴェルジェンヌ市の女の幻。 エレンは、すでに夫がいるにもかかわらず

ヘンリー・アレンと旅をしていた「C夫人」という詐欺師のことを再び示さ

れた。（2SG 158）（特）

１１８番１８５２年

２月

パリ町、シプリア

ン・スティーブンス

の家

ゴー、ゴー、ゴーの幻。 天使はエレンに、メイン州からニューヨーク州へ

帰る時、マリオン・ストウェルが同行するよう指示した。（MSC to EGW, 
１９０８年１０月９日）（自）

１１９番

３月１４日

水曜日

ボールストン・スパ

村ニューヨーク州、

J.トンプソンの家

国々の幻。 ヨーロッパ紛争の緩和は人々を油断させる。四人の天使が

手放すとき、差し迫った危機が訪れる。イスラエルはすべての罪を告白

しなければならない。エレンは幻中に話した。（Ms2-1852）（皆）

１２０番

５月下旬

ロチェスター市

ニューヨーク州

ボウルズとケース兄弟に謙虚さが必要の幻。ジャクソン教会では、ジョ

ン・C・ボウルズが些細なことであら探しをした。ハイラム・S・ケースは不

当な行動をとったが、彼が謙虚であれば、神は彼と共に働くだろう。

（Lt5-1853）（特）

１２１番

８月２６日

木曜日

ポツダム町ニュー

ヨーク州、ジョン・

バイイントンの家

安息日の幻。 安息日の価値が示された。ジョン・N・アンドリュースには

偉大な仕事があった（『安息日と週の初めの日の歴史』の著者）。（RH １
８５２年８月１９日）（特）

１２２番　

９月３日　

金曜日

ウォルコット町バー

モント州、公共の

場所

ウォルコット町の幻。 サミュエル・ベンソンは「目撃した幻は神の力と信じ、

心を打たれた。彼は真理を完全に受け入れた。」（RH １８５２年８月１９

日）（特）

１２３番　

９月１０日

金曜日

ワシントン町 主の再臨を遠ざけ過ぎた幻。 ワシントン町の信者は、再臨を遠ざけ過

ぎていた。（Ms4-1852）（特）

１２４番　

９月３０日　

木曜日

ドーチェスター町、

オーティス・

ニコルズの家

福音順序の幻。エレンは、ボストン市で自発的に伝道していた人(チェ

ンバレン、ラルフ、チェイス、ベイカー、イングラハム、バー、ロスロップ)
がアドベンチスト運動の呪いであると示され、警告した。（Lt4-1852）

（皆、特）

１２５番

１０月１日

金曜日

パントン町バーモ

ント州、礼拝中

パントンの幻。絶望感で苦しんでいたアルミラ・ピアース姉に慰めが与え

られた。（RH １８５２年１０月１４日）（特）



１２６番

１０月９日　

安息日

ロチェスター市、オ

ズワルド・ストウェ

ルのために祈る時

「あなたがその人です」の幻。 ラフボローに安息日を宣教するよう激励

があった。エリザベス・リッグスが悪魔の苦しみから逃れる方法について

助言が与えられた。当時留守だったクリストファー・D・リッグスの秘密の

罪が暴露された。この８０分間の幻の間、エレンは息をしなかった。（JW,
RH １８５２年１０月１４日）（特）

１２７番　

１１月

安息日

ロチェスター市、

祈る時

メッセージを宣べ伝えれば、神が道を開く幻。「ラフボロー兄は、生活の

ためのお金を得ようとしていて、メッセージを宣べ伝えるのをためらって

いた。」（RP 178）（特）

１２８番　

１２月１８日　

安息日

ロチェスター市、

祈る時

神が必要としなかった重荷の幻。ただ欲しいからといって子供を家族に

加えるべきではない。エレンは、「真理を宣べ伝える」というラフボローの

決断が正しいことを示された。（MML 23）（自）

１２９番１８５３年

３月１日

火曜日

ロチェスター市 牧師の品格の幻。会話と行動には清さが必要である。タバコに対する

警告と清潔の訴えがなされた。（ExV54 21）（皆）

１３０番　

５月７日か８日

安か日

マイラン村オハイ

オ州

ラフボロー姉は、西に旅するようの幻。メアリー・ラフボローは、大泣きし

た後、折れて、ホワイト夫妻と共に西の方、ミシガン州ジャクソン市に向

かった。（ジョン・バプティスト・ベッツォだけがこの幻を報告した。）（MT 
v1n3）（特）

１３１番

５月２９日

日曜日

タイロン町リビング

ストン郡ミシガン州、

ウィリアム・ドーソン

の馬小屋

神聖なふりをした人の幻。ミシガン州における様々な出来事の中には、

ケント郡ヴェルジェンヌ町にオルコット夫人が神聖なふりをしていた。エ

レンは州を横断してヴェルジェンヌ町に行き、オルコットと対立したが、

オルコットは「主は私の心をご存じです」と応答した。後に偽異言と不倫

が暴露された。エレンは、F.P.ドラモンド医師が診察している間、幻の中

で息をしなかった。（RH １８６７年１月１５日 62）（特）

１３２番

６月３日

金曜日

ジャクソン市ミシガ

ン州、ダニエル・R.
パーマーの家、家

族が祈る時

ジャクソン市の幻。 サミュエル・ローデスは慌ただしく、興奮しやすい性

格を持っていた。信者は、神からのメッセージがない巡回伝道者のため

に財産を処分してあげてはならない。ハイラム・S・ケースは、他の人に

与えられるべき寄付によってつまずいた。アビゲイル・パーマー姉は、

心が歪んだ上、隣人に辛辣な言葉をかけたことを叱責された。ケースと

ラッセルはその叱責をほくそ笑んだ。エレンは幻の中で息をしなかった。

ケースはエレンの目に指を入れて試したが、ひるむことはなかった。

（Ms1-1853）（特）

１３３番　

６月３日

金曜日

ジャクソン市、サイ

レニアス・スミスの

家、祈る時

ケースとラッセルの幻。ケースとラッセルの性格がこの幻によって明らか

にされ、彼らがアビゲイル・パーマー姉に対して無慈悲な態度をとった

ことが叱責された。（2SG 181）（特）

１３４番

６月１１日　

安息日

ヴェルジェンヌ町ミ

シガン州、エレン

が気絶してから祈

る時

ある女性の異言はちんぷんかんぷんの幻。オルコット夫人の異言が単

にちんぷんかんぷんであることが明らかにされた。この幻は約３０分ほど

続いた。（RH １８８４年６月１０日, 378）（特）

１３５番

７月２日　

安息日

ロチェスター市 十戒を守る人の幻。この幻は、アドベント・レビュー誌を隔週から毎週に

増やすべきであると激励した。ジャクソンの信者の中には、特にチャー

ルズ・P・ラッセルのせいで力が不足していた。子供の適切な管理が必

要である。彼らの過ちを正し、善行を奨励し、救うための努力が必要で

ある。（Lt5-1853）（自、特）



１３６番　

６月 

ロチェスター市 ジェームズの勇気の幻。暗い面を見すぎたジェームズは、落胆してし

まった。しかし、神は彼をいつくしみとあわれみとをもって扱っていた。

（Ms5-1853）（自）

１３７番　

８月

不明 偽りの羊飼いの幻。ある悪い牧師は、信者を安息日から連れ去ろうとし

ていた。（ExV54 43-46）（皆）

１３８番

９月１２日　

月曜日

ストウ町バーモント

州

経験が浅い信者への幻。新しい信者は謙虚でなければならない。信者

は皆「準備をしなさい!主の激しい怒りが間もなく来るからだ」！ある者は

伝道しに行くのに早すぎ（ロスロップ、ジョン・R・タウル、エズラ・ストウェ

ル・イーストマン）で、ある者は遅すぎる（ベイカー、エバーツ、バトラー）。

F.C.キャッスルによると、エレンは医師の診察を受け、息をしていなかっ

た。（Lt11-1853）（皆）

１３９番　

１０月２８日か

２９日

金か安

ニューヘブン町、 

校舎、「最後の

大集会」

集会での証しの幻。たとえ繰り返しがあったとしても、個人的な証しを語

ることに臆病になってはならない。名目上の教会はすでに崩壊している。

すべての信者が神の霊に従うなら、調和が生まれる。足を洗うことと主の

晩餐は、信者の謙遜を保つためである。男性は女性の足を洗ってはい

けないが、女性が男性の足を洗っても良い。神は、罪びとのために愛す

るひとり子をお与えになるほどという、とてつもない愛を示された。

（ExV54 35-37; 46-48）（皆）

１４０番 不明 自制の幻。「不潔な雑草」であるタバコにお金を使うよりも、もっと良い使

い方がある。（ExV54 42）（皆）

１４１番 不明 神への畏敬の念の幻。聖なる畏敬の念を込めて神の御名を使うべきで

ある。（ExV54 43）（皆）

１４２番 不明 神が息子を与えるほどの愛の幻。これが最初の「大争闘」の幻である。

天の会議を示された。（2SG 270）（皆）

１４３番１８５４年

２月５日　

日曜日

オスウェゴ市 早期の健康の幻。ニューヨーク州オスウィーゴ市、コーデノイ村、ルーズ

ベルト町へのメッセージがあった。姦淫と子供の放置に対して叱責が与

えられた。そして、三人が「霊的なマグネティズム」でけいれんしていた

(一人はトンプソン兄弟だった)。また、ロス兄弟への勧告が与えられ、清

潔さ、節制、こってりした食べ物にも触れた。（Ms1-1854）（皆、特）

１４４番　

２月１８日　

安息日

リンクレーン町

ニューヨーク州

礼儀と優しさの幻。時間の短さが示された。 S.W.ローズは悪影響を及

ぼしている。（Ms6-1854）（皆、特）

１４５番　４月 ロチェスター市 信者の上層部がエレンの幻に反対している幻。兄弟デビッド・ヘンリー・

ラムソン、ジョナサン・T・オートン、ジョン・N・アンドリュース、スティーブ

ンス家族のために証言がなされた。（Ms4-1854）（特）

１４６番　

５月１３日　

安息日

シルバン町ミシガ

ン州、チャールズ

S.グラバーズ

シルバンの幻。西部での働きとウィスコンシン州を訪問することの重要

性が示された。指導、叱責、助言が与えられた。厳しすぎる教会措置へ

の注意があった。（Lt7-1854）（特、自）

１４７番

６月１８日　

日曜日

シルバン町 子供の品性の幻。親は子供のしつけに責任がある。厳しすぎる教会措

置への注意があった。（Ms7-1854）（皆）



１４８番　

６月２６日　

月曜日

グランドラピッズ市

ミシガン州、レモ

ン・フィッチの家、

祈る時

伝道テントの幻。 グランドラピッズの教会と伝道のためのテント使用につ

いて助言が与えられた。男女間の不適切な馴れ合いに警告があった。

セリー・ハンガーフォードの弱点が示された。ミシガン州ベッドフォード

町における自制の呼びかけがあった。（Lt3-1854）（特）

１４９番　７月 ロチェスター市、

自分の家

聖徒の勝利の幻。二人の医師が診察したところ、エレン・ホワイトはこの

幻の間、息をしていなかった。（GSAM 207, 208）（皆）

１５０番　８月 グランドラピッズ市 馴れ馴れしい幻。 アルフォード・ピアソールは、姉妹に聖なる接吻をす

る際、不適切な馴れ合いに及んだ。（Lt3-1854）（特）

１５１番　冬 カムデン町 ジョージアンナ・プライヤーの幻。プライヤー姉が医療を受ける必要が

あったにも関わらず、カムデン教会員が反対した事に誤りがあった。

（2SG 134）（特）

１５２番　冬 不明 ラフボロー兄への励ましの幻。メアリー・ラフボローに、夫の巡回宣教を

全面的に支援するよう訴えた。（Lt6-1854）（特）



２０２５年の４月に本が印刷されました。インターネットで見える部分と無料で手に入れる付録の方法、勿論、本

を買う方法など下記をご覧ください。オンライン情報はすべて英語で書かれています。本は出版社のウェブサ

イトおよびアマゾンで販売されています。

出版社で本を買うなら アマゾンで本を買うなら

　　https://tinyurl.com/muhw76k9 　　　https://tinyurl.com/2jshdfmj

＄２９．９５＋郵送料 　　　　　＄３３．９５＋郵送料

　本の無料プレビューは 29ページまで 一番大きい付録（１３２頁）Exhibit-7
https://tinyurl.com/323xs46h 　　　https://tinyurl.com/2s4jkdx5

「ケビン・モーガンの「グローリー！グローリー！グローリー！」は、期待以上の内容を伝えています。1844 年

から 1854 年までのエレン・ホワイトのビジョンの詳細なリスト、初期ミラー派の写真や安息日遵守のアドベント

派の写真、数多くの伝記的スケッチや一次資料の驚異的な調査に基づいて、1,000以上の脚注に収められ

たあまり知られていない豊富な情報を提供しています。この本は、初期アドベント信者の歴史に興味がある人

にとって貴重な本です。」〜ブライアン・E・ストレイヤー博士、アンドリューズ大学名誉教授。

この本を素直な心で読む人は「エレン・ホワイトは絶対神様の言葉を伝えている」と確信するでしょう。すべて

のセブンスデー・アドベンチスト教会や学校がこの本を持つべきで、エレン・ホワイトはどんな人か、どういう風

に幻を見たか、SDA の始まりは本当に神様から出たかどうか、こういうような質問を答えてるくれるでしょう。こ

の本の校正をしながら、「すごい！神様は誤りにうずもれていた人たちを揺るぎない真理の台へと少しづつ導

いている。ハレルヤ！」と何回も実感して、感謝しました。SDA 信者にとって、この本は宝物です。斡旋料など

を一切もらってないし、３００時間以上の校正の仕事もボランティアでやりました。とにかく、一人でも多くの兄

弟姉妹が真理に確信できるなら嬉しいです。イエス様を褒め称えましょう！

インターネットでこの小冊子を見るには→

　　　https://tinyurl.com/4s48msz7
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